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（One Page Portfolio Assessment）」を位置付けた実
践の流れ（図８）とした。
　教育実践は、アセスメント（児童の実態把握）とし
て①事前質問紙調査を普段の学校生活の中で、思いや
りのある行動をしているかどうかを、14項目の場面を
示して質問し、児童は「している」「していない」の
二件尺度で実施した。⑥友だちがわすれ物をしたとき
には、かしてあげる。⑬給食当番の人が休んだり、
じゅんびがおそいときには、かわりにやったり、てつ
だったりする。⑭そうじのとき、自分の役割ではない
ことも手つだう。の項目で「している」と答えた児童
が少なかった。普段の児童の生活の様子を見ても、自
分の仕事が終わればそれでよしとする感じがあり、積
極的に手伝ったり、関わったりしている様子はあまり
見られなかった。また授業の内容道徳教材「相手を思
いやり親切に」に合わせ授業前の思いやりの理解につ
いて「思いやりとは何か」という問いに対して児童の
考えは以下の通りである。（複数記述可）
　「やさしくすること」13人、「ゆずること」４人、「な
ぐさめること」３人、「助け合うこと」３人、「助ける
こと」２人、「手伝うこと」１人
　思いやりは優しさであると考える児童が多い。漠然
とした浅い理解にとどまっていることが分かる。
　「道徳科」における道徳教育デザインを、実践期間
を設けた学習プロセスで進めたことで、実践期間を通
して、自分の行動が認められた嬉しさや感謝される喜
びを実感できたようである。教師の声かけや保護者の
一言も含め、ほめられる、認められるなど、自己有用
感が高まることが、道徳的価値（思いやり）に基づく
行動が増えたことにも関連していると考える。子ども
自身の経験を基にした実感が、道徳的実践へとつな
がったと考えられる。
むすびに
　ピア・サポート活動が日本に導入された時期、マス
コミにおいては「子どものカウンセラー誕生」の掲載
があった。ピア・サポートの基になるイギリスでのピ
ア・カウンセリングの「カウンセリング」からの記
事であった。また、ピア・サポートモデルの構造のト
レーニングを児童生徒に実施し、ピア・サポート活動
を実施しているとの報告もみられた。
　ピア・サポートモデルの構造、機能を具現化する教
育実践がその後みられるようになったが、導入するこ
図７　学習のプロセス
図８　実践の流れ
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とが目的となり、児童生徒が生活するコミュニティに
おける課題を把握し、解決のための１アイテムとして
導入することの重要性を検討する必要性を実感した。
　検討する視点としてピア・サポートマネジメントの
在り方を追究することで学習モデルから課題解決モデ
ルの構築が可能となると考えた。
　ピア・サポートマネジメントの在り方として、導入
の在り方、問題行動への対応、新たなモデル構築、新
たな教科の指導デザインを取り上げ、実践研究をとお
して検討を重ねてきた。
　結果、課題を明確化させ、課題解決に向け育成する
資質・能力の明確化（WILL）、ピア・サポートモデル
の導入（SKILL）、課題解決（GOAL）をマネジメン
トとし実践を経て、ピア・サポート活動における教員
の事前準備、留意点等の円環的過程図を構築した。そ
して、指導の基本モデル円環的過程により、手順を新
たなピア・サポートマネジメントとして提案すること
が可能となった。また、ピア・サポートモデルの汎用
的な活用として道徳教育のデザインの具現化を、教育
実践をとおして確信することができた。
　今後、学校教育が抱える新たな課題解決を教育実践
をとおして検討し、多領域における自助グループのピ
ア・サポートとの比較から、ピア・サポートマネジメ
ントの在り方から概念規定について追究し、学習プロ
セス、解決プロセスとしての汎用性の明確化を図りた
い。
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